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(1)金属 ウイスカーの弾性的性質,(2)結晶転位に よる熱抵抗お よび比熱,(3)

超音波 5-フォノン過程 ,(4)固体 中の超音波減衰,(5)液体- リウム中の超音

波,(6)液体- 1)ウム中の熱パルス｡ この ように並べてみ ると互に全 く関連が

無 くて雑然 としているようであるが,実は共通の主家を持 っているのが q実験

物理 油の面 白い ところであろ う｡ とい うのは,すべて固体 または 代固体 じみた

液体 '>中のフォノンの問題 に関連があD,特にフォノン問相互作用,または結

晶の場合には格子振動の非調和性 ,または静的夜弾性輯似 では非線型弾性 (高

次弾性) ,をめざしてtJlるか らである｡ またフォノンこと格子欠陥 との相互作

用 もさ しあたって葦要 をテーマとなってい る｡ 以下簡単 に説明すると, (1)紘

cu,Ag ウイスカーの弾性領域での応力-ひずみ関係の精密軌定か らその非直

線性を検 出 しようとする もの,(2)は転位の周囲のひずみ場によるフォノン散

乱 お よびフォノン振動数の変化を,低魔での熱伝導度 ,比熱の同時測定か ら見

出そ うとするもの,(3)は cu単結晶中に 2つの超音波 を特定の方向に入射 し,

5-フォノン過程に よb発生す る第 5の超音波 を検出 しよ うとするもの,(4)紘

熟 フォノンに よる音響 フォノンの吸収にもとず く普攻の減衰を低温で測定 しよ

うとするもの,(5)は断熱消磁領域での超音波の減衰および音速の測定か ら液体

ヘ リウム中の フォノンについての知見を碍 ようとするもの (物性研生喝研 との

共 同研究) ,(6)は熟パルスを液体ヘ リウム亘に送 D,第 1音波 と してのその

伝播を検 出 し,液体- リウム中の低エネルギー領域でのフォ ノン分散 を測定 し

ようとするもの,である｡

以上 のよ うを研究を現在,助教授 1,助手 1,r)C学生 2,MC学生 2,学●

部学生 4で行をっているが,その成果はやがて続 々と出現す ると大いに期待 し

ている ものである - とい うようを形式的を研究室紹介で御許 し下さho

佐 藤研究 室 ノ

応用物理学科の中では最 も化学に近い研究を している部屋である｡ 研究室全

体の物の考え方 もす こぶる化学的で あb,分子の個 々の挙動か ら眼を離す こと

ができない｡ た とえば, 60C｡ の r線照射で有機液体中に生 じた電子が親イオ

ンか らどの程度離れた場所で熱 エネルギー化するか,とい う問題がhま興味の
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一つ匪覆っているが,物理の人だっ売ら,低速電子の緩和 の問題 として,やや

こしい計算を考えつ くに達Lnを演が, この研究室ノでは熱王ネルギー化 した電子

と反応 し易い物質 (電子捕捉 剤) を加えて∴その生成物の漬慶依存か ら逆に分

布を出す とい うようを手続 きが とられてV,る｡ 飽和炭化水素を溶媒 とす るジン

~チレーク-の発光機構について も同様 で,電子捕捉剤の影響か ら推論が夜され

ているO 物理的を常套手段である寿命の漸定やスペク トル解析をど,面倒 を手

続 きをLに結構本質的を議論ができている｡ 上に掲げた研究題 目は どちらか と

い うと物理的を問題 であるが,1もっと純化学的問題 ももちろん行をっている｡

その一つは液体窒素中に簡単を炭化水素を溶解させ (反応を調べるには充分を

位溶解する) γ線を照射する｡ すると,液体窒素か ら窒素庶子が発生 して炭イヒ

水素と反応するo 窒素原子の反応は他の簡単を原＼子 ,H,C,0.,-ロダン貴 ど

と戟べると,きっぱ 少その反応機構がわかってh夜い｡上の方法でどうや らそ

の様相が明らかになってきつつあるOこのほかに虫sRで低温有機 ガラス中の

電子の挙動を調べた 軒,炭酸ガスの液体中の放射線化学反応 夜ども調べているo

hずれ も規模の小さを実験をので,この研究室では常に1人 1題 目,年 々人員

構成 とともに問題 も移 b変っでいるO 人員構成は 日下の ところ,助教授 1,顔

手 2 (1名は海外出張中),大学院 5,研究生 2,学部 4年生 5｡ 今年は電子

計算機に興味のある学生が増えたので,反応達家の理論計算 をしてみ ようか と

い う気配になっている1.

腐 研 究 室

われわれの研究室はまだ発足後 日が浅 く,現在のところメンバー も私 (堀素

夫) と米沢富美子さん,それに秘書の浅野節子 さんの 5人だけである｡ 私は-⊥

昨年 5月に阪大基礎工か ら,米沢さんは昨年 5月に京大基所か らそれぞれ移っ

てきた｡ しか し,私の着任当時はちようどバ リケー ド封鎖の其最中であD,節

究室の創設 どとろでは浸かったので,独立の研究室としての本格的を活敦は昨

年米沢さんを迎えてか ら-始まったといって よh o

ところで, この ようを研究室の構成を説明するたびL/C,米沢さん と私のベア

でいったい何 をやるつ もDをのか と,一様に不思議そ うを顔をされる｡ た しか
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